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1．現場位置図

施工箇所



2．工事概要

• 工事名 ︓ H30牛久土浦BP根古屋川橋下部その1工事
• 工 期 ︓ 平成30年12月7⽇〜令和元年11月29⽇
• 工事場所︓ 茨城県牛久市城中町地先

• 工事内容

既製杭工 Φ800  ⻑さ 28m 30本
橋脚躯体工(P７橋脚) 1基 （コンクリート量426㎥)
土留仮締切工 鋼矢板Ⅲ型 150枚
固結工(中層混合)       約4,000㎥
管理⽤道路切廻し 1式



3．安全対策の取組み

• 当現場では．．．

〇

〇

〇

機械の稼働に関連した⼈身事故
（平成31年度 重点安全対策 Ⅱ．）

資機材等の下敷きによる⼈身事故
（平成31年度 重点安全対策 Ⅲ．）

墜落・⾶来落下による事故



3．安全対策の取組み

• 対策として．．．

①

②

③

安全意識の⾼揚

指示の伝え方

危険予知の「⾒える化」



3．安全対策の取組み

①安全意識の⾼揚
【事故の要因として】
・無知による事故
・勝手なルール変更による事故
・法違反による事故
・近道⾏動による事故
・いつもの作業だし、大丈夫だろう（慣れ）



3．安全対策の取組み

事故を起こしたくないと強く思い
⼈にケガを負わせたくないと強く思う

安全の最大の教訓は事故である

しかし．．．事故は起こせない



3．安全対策の取組み
• VR体験（１）
３D映像により事故を疑似体験

【体験プログラム内容】
①⾜場からの墜落災害
②⾶来落下災害（資機材の下敷き）
③土砂崩壊災害
④重機接触災害
⑤重機巻き込み災害
⑥曳船ロープ激突災害
⑦電動工具切創災害
⑧可搬式作業台墜落災害
⑨橋梁墜落災害
⑩トンネル崩壊災害



3．安全対策の取組み
• VR体験（２）
３D映像と触覚再現により事故を疑似体験

【体験プログラム内容】
①重機接触災害
②⾜場からの墜落災害
③列⾞接触災害



3．安全対策の取組み

• 感想として
・360度の仮想体験で、とても現実味があった
・VR体験を受け、改めて事故は怖いものだと再認識した
・今後の作業前ミーティングに活かせると思う
・共通の体験をし、同じ感覚・目線でミーティングすることが
できる
・加害者側（運転手側）目線で体験できたことで危険箇所
の視野が広がった

など



3．安全対策の取組み

②指示の伝え方
⾔葉だけで相手に伝える難しさと

「伝える」と「伝わる」の違いを知る



3．安全対策の取組み

②指示の伝え方

伝えるイラスト 書いたイラスト



3．安全対策の取組み

③危険予知の「⾒える化」

現場を３Dモデル化することで
わかりやすく、イメージがわく

・作業時の危険ポイントは︖
・クレーン・重機の配置は︖
・ダンプ・搬⼊⾞両の配置は︖



3．安全対策の取組み

（例）掘削作業

CIMを活⽤し作業を３Dで表現



3．安全対策の取組み

この視点でもある程度の危険
予測は可能であるが．．．



3．安全対策の取組み
・作業員が杭の死角に入りやすい
・重機バケットが⾒にくい
・合図が聞こえづらい



3．安全対策の取組み

・土留壁付近では、完全にオペレータの死角となる
・どこの位置までなら合図とりあえるか



3．安全対策の取組み

クレーン・重機作業計画書の作成



3．安全対策の取組み

クレーン・重機作業計画書の作成



3．安全対策の取組み

計画書をもとに周知会を実施



3．安全対策の取組み

いつでも確認できるように掲示



４．さいごに

①安全意識の⾼揚
②指示の伝え方
③危険予知の「⾒える化」



ご清聴ありがとうございました。


